
2023年度（第 16回）事業報告 

【１】内部研修   

(1)定例会の実施報告(年間 6回) 場所：助け合いネット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)役員会の実施報告 

 

 

 

 

 

（3）会員総会の報告 

    6 月 25 日（日）会員総数 24 団体  

（会場出席 16 団体、委任状による出席 8 団体） 

           ゲスト 神戸市建築住宅局住宅管理課 幸福氏・秋田氏 

 

【２】各部会の実施報告 

【居住支援部会】リーダー：（公）神戸ＹＷＣＡ/寺内 

2023 年度は、部会を２回開催。 

第 1 回は、7 月 6 日に開催。9 団体から９人が出席した。 

不動産屋を通しても物件を探せない場合の対応など困難な事例の情報交換を行い、解決策と 

してサブリース住宅やオーナーと関係づくりなど話し合った。 

 

第 2 回は、8 月 29 日に開催。 

神戸コミュニティラボ主催・こうべ福祉あいねっと共催の研修会に参加し、「犯罪・非行を行 

った人たちの社会復帰について 地域社会における多機関連携による支援」というテーマで 

神戸市保護観察所企画調整課長で保護観察官の泉佳孝さんからお話を伺った。 

  

この他、また、ひょうごすまいづくり協議会および神戸市居住支援協議会主催の研修会等には、 

それぞれの団体から出席した。 

 

月 日 曜 内   容 参加数 団 体 発 表 

５月11日 木 第 1回 事業計画について、情報交換 未定  

7月6日 木 第 2回 三部会からの報告、情報交換   9 第 17回なかた 

9月7日 木 第３回 三部会からの報告、会員紹介  12 第 18回まごの手 

11月2日 木 第４回 三部会・役員会の報告、情報交換 16  

1月11日 木 第５回 三部会からの報告、情報交換  15 第 19回まなびと  

3月 7日 木 第６回 事業計画の進捗状況について   9  

月 日 曜  主 な 内 容 参加数 

4月 15 日 土 新年度事業計画について、その他  ６ 

6月 8 日 木 総会開催に向けての打ち合わせ、その他  ６ 

11月 2 日 木 リーフレット作成・会則の変更について   ６ 



【生活支援部会】リーダー:コープくらしの助け合いの会/松永 

生活支援部会の主な活動 

定例会での情報・意見交換（主に制度外サービスと神戸市総合事業について）・学習会の開催 

学習会開催報告 

日時   2024年 2月 20日（月）13：30～15:30 

会場   東灘地域助け合いネットワーク 

テーマ  各団体の制度外サービスの情報交換と総合事業について 

出席者 東灘助け合い NW（村山・井上）・西須磨だんらん（宗政）・YWCA（寺内・藤井）リーフ 

グリーン（麻田）・花たば（須見 福永 伊田）・ライフケア協会（檜垣）ねこの手（市川）・コープ 

くらしの助け合いの会（松永） ※敬称略 

ゲスト  神戸市介護保険課 高齢在宅支援係 三谷さん、岩林さん            

＜内容＞ 

1） 制度外サービス（生活支援）の現状と課題 

・制度外の経費が出ないので他の事業の収益から赤字を補填している。（花たば リーフグリーン） 

＜担い手について＞ 

・若い子育て世代（「少し働きたい」ニーズがある）が、ヘルパーとして入っている。（だんらん） 

・既にパートとして働いている人のすきま時間に協力してもらっている（ねこの手） 

 ・支援する対象が高齢者から、障害のある人、お子さんに広がっているがコーディネートに手間がかかり収 

益性は低い。病院やあんすこからの依頼を断らずにやってきているが、継続していくためにどうしたら良い 

かが課題。（東灘 NW） 

 

2.）総合事業について  

   ・総合事業の生活支援のヘルパーは時給が下がるため、行けなくなった時に代わりに正規の 

ヘルパーに行ってもらいにくい。（YWCA） 

   ・ケアプランにいれてもらわないと動けない。そのためだけにサービス提供者会議を開いても 

らうのも難しい。（リーフグリーン） 

    ・生活支援は、「はたらきたい」人の受け皿になっていると思う。（だんらん） 

    ・「ゴミ出し」でサービス提供者の担当者会議に出席を求められるのは負担。（東灘 NW） 

    ・生活支援担い手は 3人。1年で 1～2名入ったが新しい人の参加は難しい（ライフケア） 

 

その他 

神戸市介護保険課高齢在宅支援係（オブザーバー出席）より、「生活支援研修は毎年 5回開催。修了生は

1000人だが自分の勉強のための受講も多いようで、3日間の研修の最終日に、実施団体に来てもらって、 

そのブースをまわってもらうようにしているが、生活支援サービスの担い手があまり増えない」現状の説明に  

対して、ひょうごん福祉ネットの各団体から、生活支援の「体験受け入れ」や、実施団体が増えるような立ち  

上げ支援などについて、質問や提案がありました。今後も各団体の情報・意見交換を続けていくと共に、   

現場からの提案を神戸市に地道に続けていくことが必要だと思います。                                                   

以上 



 

【居場所部会】リーダー：NPO ひまわり会/井上（副：つどいの家/藤井） 

月日 場所 内容 参加 

10/6（金） 

10：00～13：30 

一般社団法人 

パートナーズ 

兵庫駅に集合。「TSUDOI 集」を訪問。昼食。 

希望者で「YUTAKA 豊」を見学。 

9 名 

12/7（木） 

11：30～14：00 

富士見が丘コミレス 押部谷駅に集合。「れんがの家」を訪問。昼食。 6 名 

【一般社団法人パートナーズの訪問レポート】 

2022 年度から神戸市営住宅コミュニティ活性化事業で空き集会室を３つ借り、それぞれにコンセ 

プトを掲げて居場所作りを運営。「TSUDOI 集（兵庫駅西住宅第二集会所）」は、28.3 ㎡のキッチン 

スペース＆ブックカフェ、10 畳の和室。玄関に「リモートロック」を採用し、フリーWi-Fi 完備。月・

水・金は「みんなのリビング」で居場所を無料開放し、持ち込み可、550 円 10 食の弁当販売もあり、

私たちもお弁当を頂いた。 

       
食支援「つどいパントリー」も週に 3 回開催中で、予約不要・ポイント制で自由に食品を選択でき、

第２金曜日は「こうべ福祉あいねっと」の相談会もあり利用者に手厚い。居場所作り責任者に子育て

中のスタッフが従事し、世代を超えたつながりを大切にニーズに合った企画を展開され、活動の輪が

広がっている。 

      

 

 

 

【富士見が丘コミレスの訪問レポート】 

2012 年設立。居場所「れんがの家」は元商店街に建つマンションの 1 階部分で、元喫茶店を改装。

58.37 ㎡。阪神大震災時、高校教師だった高橋氏は高校生とボランティアに参加し、仮設住宅で自然に

喫茶や食堂が出来るのを目にし、居場所に必要な要素だと認識。早期退職・退職金を場所購入費に充

て居場所づくりに発起。 

        

駄菓子コーナーは、地域のニーズから DIY。スタッフの高齢化で困っていたところ、子育て中の 40

代が加入し子ども食堂を準備中！ランチ会；火曜・木曜、700 円（10 食）やカラオケ、麻雀を開催。

私たちもランチを頂いた。誰もが集える居場所でありたいという理念の通り、地域に愛されている温

かい居場所で今後もあり続ける。 

                           



【２】ネットワーク事業              

(1) 各団体の勉強会・講演会に共催 
令和 5 年度 ひょうご居住支援研修会報告  

神戸コミュニティラボ（一般社団法人パートナーズ） 

テーマ  「要配慮者に寄り添う居住支援事業をめざして」 

会  場   こうべまちづくり会館 多目的室（神戸市中央区元町通 4-2-14） 

第１回   ８月２９日（火）14:00～16:00  共催  一般社団法人こうべ福祉あいねっと     

講  師   神戸保護観察所 企画調整課長(保護観察官)  泉 佳孝 氏 

内  容  犯罪・非行をした人たちの社会復帰について～地域社会における多機関連携による支援～ 

第 2 回   9 月 26 日（火）14:00～16:00 

居住支援法人 4 団体と情報共有と意見交換会   

内  容    居住支援法人の連携    

第 3 回  10 月 24 日（火）14:00～16:00 

講  師   神戸市福祉局相談支援課 課長 長村 信幸 氏 

内  容   新設相談支援課の果たす役割と他機関連携による支援 

第 4 回  １１月 28 日（火）14:00～16:00 

講  師   法務省大阪矯正管区更生支援課 連携調整係長 田邉 泰子 氏 

内  容   刑余者の社会復帰と居住支援 

第 5 回 １２月１９日（火）14:00～16:00 

講  師   神戸刑務所  所長  八代 宏幸氏 

内  容   神戸刑務所における入所から出所までの流れ～図表で見る神戸刑務所～再犯防止編～ 

 
(2)住民参加型在宅福祉サービス団体全国連絡会   

東灘地域助け合いネットワーク村山退会。 

福祉ネットから西須磨だんらん宗政さんを推薦し、情報共有をしてきました。 

(3)情報発信事業 

リーフレットのリニューアルは移転を控えた団体が 2 団体あるため、2024 年度に持ち越しま
した。ホームページのリニューアルも話し合いの結果、2024 年度に持ち越しました。 

 

2023年度 構成団体一覧 

1 (特)てみずの会 14 (特）神戸西助け合いネットワーク 

2 (認特）東灘地域助け合いネットワーク 15 (特）福祉ネットワーク西須磨だんらん 

3 コープくらしの助け合いの会 16 (特）ゆいまーる神戸 

4 (特)神戸ライフ・ケアー協会ゆとり 17 (特）福祉ネット星が丘 

5 (認特）はんしん高齢者くらしの相談室 18 富士見ヶ丘コミレス 

６ (特)ゆうネット 19 ＮＰＯひまわり会 

７ (特)サポートステーション灘・つどいの家 20 (公)PHD 協会 

8 (特)花たば 21 (認特)まなびと（NEW） 

9 (特)鶴甲サポートセンター 22 ねこの手（NEW） 

10 (特)ＣＯＭ総合福祉研究所 23 ひょうごコミュニティ財団 

11 (公)神戸ＹＷＣＡ  24 すばる －朱晴－ 

12 神戸コミュニティラボ 25 ひょうご・まち・くらし研究所 

13 (特）リーフグリーン   



【３】会則の変更 

 

新       会       則 旧       会      則 

第１章 名称及び事務所  

第１条  本会は「ひょうごん福祉ネット」と称し、事務

所を神戸市東灘区御影本町 6-15-17ＮＰＯ法人東灘地域

助け合いネットワーク内に置く。 

第１章 名称及び事務所 

第１条 本会は「ひょうごん福祉ネット」と称し、事

務所を神戸市東灘区御影本町 6-15-17、神戸市須磨区

南町 1-34 NPO法人東灘地域助け合いネットワーク福

祉ネットワーク西須磨だんらん内に置く。 

第３章 会員及び役員  

(会員)  

第４条 本会の会員は、兵庫県内に事務所を置く活動団

体及びその活動を支援する個人とし、総会で別に定める

年会費を納入しなければならない。 

第３章 会員及び役員 

(会員) 

第４条 本会の会員は、兵庫県内に事務所を置く活動

団体及びその活動を支援する個人とし、会への入会、

脱会は妨げないものとする。 

(役員)  

第５条 会に次の役員を置く  

１． 代表   １人  

２． 副代表  １～２人  

３． 監事   １～２人 

４．運営委員   3～4 人 

(役員) 

第５条 会に次の役員を置く 

１． 代表   １人 

２． 副代表  １～３人 

３． 監事   １～２人 

４． 運営委員  3～4 人 

（役員の職務）  

第６条  

１.代表は、会を代表し、会務を総括する。 

２.副代表は、代表を補佐し代表に事故あるとき又は代

表が欠けたときは、その職務を代理する。 

３.監事は、事業及び会計を監査する。 

４.運営委員は、運営に関する事前の検討をする。 

（役員の職務） 

第６条  

１.代表は、会を代表し、会務を総括する。 

２.副代表は、代表を補佐し会長に事故あるとき又は会

長が欠けたときは、その職務を代理する。 

３.事務局長は、運営に関する事務を統括する。 

４.監事は、事業及び会計を監査する。 

５.運営委員は、運営に関する事前の検討をする。 
 

（役員の選出） 

第７条  

１．役員は構成する会員の中より選出する 

２．代表・副代表は選任された役員の中から互選で選ぶ。 

  

（役員の選出） 

第７条  

１．役員は構成する会員の中より選出する。 

２．代表・副代表は選任された役員の中から互選で選

ぶ。 

３．会計及び事務局長は、代表が指名する。 

付則 ４．この会則は 2008 年 3 月 11 日より施工する。 

第 2 版 2015 年 3 月 11 日 運営委員追加（第 5 条） 

第 3 版 2017 年 6 月 18 日 事務所追加（第 1 条） 

              年会費納入追加（第 4 条）   

第４班 2024 年３月 11 日 事務所変更（第 1 条） 

副代表人数変更（第 5 条） 

          会長削除（第 6・7 条） 

事務局長削除（第 6・7 条） 

付則 4、この会則は 2015 年 3 月 11 日より施工する。 

  

  


